
「広域フードパントリーむすびや」開設概要 

 

令和３年（2021年）６月２２日 

１ 趣 旨 

 今、コロナ禍により生活に困窮する方が増加しており、県内各地で食の助け合い活動が広がっていま

す。しかし、市町村域だけでは、支援食糧の過不足調整に課題があり、広域で調整できる機能や拠点の

確保が課題となっていました。 

 そこで、このほど、４つの社会福祉法人が連携して、支援食料の広域調整のためのパントリー（倉庫）

を設け、ここを拠点として全県的な食の助けあいの推進や活動団体間の連携を促進します。 

 

２ 連携拠点 「広域フードパントリー むすびや」 

住所 長野市新諏訪 1-1-60（旧旭寮） 

 

３ 参画団体と役割 

〇 社会福祉法人 信濃福祉施設協会 

 旧「救護施設旭寮」の施設をこの拠点として提供。 

 生活困窮者を支援する「ゆめのは事業」に取り組む。 

〇 社会福祉法人 長野市社会事業協会 

 県内全域のまいさぽ相談者等の依頼に応じて、「社事協フ

ードバンク事業」（個別配送支援）を実施。 

〇 社会福祉法人 長野市社会福祉協議会 

 長野市内での食の助けあい活動を推進。 

 まいさぽ長野市相談者への支援。 

〇 社会福祉法人 長野県社会福祉協議会 

 77市町村の社協やフードバンク団体との連携 

 「むすびや」の運営とりまとめ 

※ 災害ボランティア用資機材の保管 

 

（フードパントリーむすびや概要図） 
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〇「むすびや」の目指すもの 

 支援食糧の広域調整 

 食品ロス防止 

 市町村社協やまいさぽ、各地のフ

ードバンク団体との連携強化 

 社会福祉法人地域貢献事業連携

の促進 

 「福祉×企業」連携の促進 

 寄付文化の醸成 

〇「むすびや」とは 

手と手をむすび、人・地域・団体ど

うしがつながる。だれ一人取り残さ

ない、より良い暮らしへむすびつく。

暮らしの安心とやさしさの循環を促

進する広域食料倉庫拠点として名づ

けました。 
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オンラインも活用し、防災への取組を学び
話し合う

お互いの顔の見える関係性づくり・助け合
える関係づくり

（福）ふれあい　施設長秋葉智大さん

障害のある人の表現活動にかかわって
いると、障害の重い、それも言葉によるコ

ミュニケーションが苦手な人の、クレヨンなどでぐりぐりとそのリズムを楽しむかのような表現によく出会
う。こういった表現は単なる殴り描きであり、稚拙な表現として、アートではないと評価され、スルーされ
ることが多い。果たしてそうなのか？
竹内さんがクレヨンを手にしたとき、これまでの人生の中の記憶から、様 な々風景、デキゴト、感じたこ

とが脳の中ではイメージされており、ただそれが障害ゆえにそのイメージが、手先の動きとうまく連動して
いないだけなのかもしれない。この何度も行ったり来たり、グルグル回転した線には竹内さんのモノガタ
リ、想い、そしてその時の感情が込められている。それを『アート』と言っていいのだろう。世界的に有名な
現代アートの作家の中にもこのような殴り描きの表現（スクリブルという）をする人がいる。それとどこが
違うのか？今日も竹内さんは楽しそうに夢中にクレヨンをぐりぐり、ぐるぐる。	（ながのアートミーティング　取材）

『無題』　

クレヨン、油性ペン

作者：竹内 一貴（たけうち かずき） 34歳　
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